
　  令和7年度中央公民館「文学講座」 講師 ： 明戸　洋 氏　

 ■開催日時　（全７回予定）

　 令和７年５月10日、17日、

　　　　　　　　　6月７日、14日、２１日、

7月１２日、1９日

　 いずれも土曜日　午後１時３０分～午後３時３０分

■会会場 松伏町中央公民館　1階　１０２研修室

（松伏町ゆめみ野東３－１４－６）

※７／19のみ 松伏町中央公民館 ２階 ２０１研修室

■対象象 １６歳以上の方　２０名（申込み順・定員になり次第締切）

■参加費 無料

■申込み ４月９日（水）午前１０時から 中央公民館へ

（電話申込み可）

■主主催 松伏町中央公民館　☎０４８－９９２－１３２１

 　なぜ山頭火は、漂泊の旅を続けなければならなかったのか？

 　自由律俳句の俳人「種田山頭火」の本名は種田正一。明治15年に山口県佐波郡西佐

波令村の大地主種田家の長男として生まれた。しかし、正一が10歳のときに愛する母フサ
が自死するなど、その生涯は決して平坦なものではなかった。正一は27歳のときに佐藤咲
野と結婚し、翌年、長男の健が誕生したが、酒浸りの日々を送っていた。
　　そんな正一が自由律俳句に出会ったのは29歳のときで、荻原井泉水の創刊した「層
雲」を知ったことによる。それからは、心の鬱屈を吐き出すように次々と句作に取り組んだ。
 　それからも正一の身には様々な変化があったが、そうした中で、正一が、漂泊の旅に出る
ことにした理由は何だったのだろうか。そしてそれは、どんな旅であったのか。彼の評伝を読
んで見よう。

「漂白の俳人 山頭火」
を読む


